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三
月
一
一
日
に
東
日
本
を
襲
っ
た
地
震
は
大
規
模
な
地
震
被
害
・
津
波
被

害
・
福
島
第
一
原
発
の
深
刻
な
事
故
を
惹
き
起
こ
し
、
多
く
の
人
命
を
奪
う
と

と
も
に
膨
大
な
数
の
市
民
の
生
活
を
破
壊
し
た
。
被
害
の
詳
細
は
今
後
明
ら
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
に
類
を
見
な
い
規
模
の
地
震
で
地
公
退
の
会
員

に
も
被
災
さ
れ
た
方
が
多
数
お
ら
れ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

　

地
震
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
被
災
者
救
出
活
動
、
避
難
所
支
援
、
生
活

再
建
援
助
は
何
を
措
い
て
も
速
や
か
に
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

上
に
立
っ
て
一
日
も
早
い
復
興
を
め
ざ
す
た
め
国
内
外
の
市
民
が
被
災
地
を
包

ん
で
支
援
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

退
職
者
組
織
に
と
っ
て
出
来
る
支
援
は
限
ら
れ
る
が
、
当
面
救
援
募
金
を
は

じ
め
可
能
な
こ
と
か
ら
現
役
労
組
と
協
力
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
復
興
を
最

優
先
す
る
立
場
か
ら
必
要
に
応
じ
て
私
た
ち
の
要
求
運
動
の
あ
り
方
も
検
討
す

る
。原

発
の
緊
急
安
全
点
検
と
防
災
対
策
に
つ
い
て

原
発
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地
公
退
は
か
ね
て
か
ら
原
発
依
存
社
会
を
批
判
し
、
「
原
子
力
発
電
の
徹
底

的
な
検
証
と
安
全
確
保
策
及
び
情
報
公
開
を
求
め
」
て
き
た
が
、
今
次
事
故
は

関
係
者
が
こ
れ
ら
を
実
行
し
な
か
っ
た
結
果
起
き
た
。

　

事
故
の
深
刻
さ
に
比
し
て
政
府
・
東
京
電
力
な
ど
の
対
策
に
は
不
審
な
点
や

も
ど
か
し
さ
が
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
ら
へ
の
批
判
や
怒
り
、
事
態
へ
の
懸
念
・

不
安
を
大
声
で
述
べ
て
も
事
態
の
収
束
に
は
役
立
た
ず
、
む
し
ろ
事
故
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
身
命
を
賭
し
て
奮
闘
し
て
い
る
関
係
者
に
打
撃
を
与
え

る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
ま
し
て
、
か
つ
て
原
発
に
対
す
る
懸
念
・
批
判
を

敵
視
・
冷
笑
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
や
「
評
論
家
」
が
こ
の
事
態
の
下
で
自
己
防

衛
の
た
め
に
市
民
の
不
安
を
煽
り
、
当
事
者
を
攻
撃
し
て
い
る
こ
と
は
許
せ
な

い
。
被
害
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
緊
急
対
策
が
終
わ
る
ま
で
は
ひ
と
ま
ず
怒

り
・
批
判
を
措
い
て
、
関
係
者
の
努
力
を
冷
静
に
見
守
り
、
激
励
を
送
る
こ
と

が
事
故
の
収
束
を
早
め
る
。

　

他
方
、
日
本
全
国
で
は
稼
働
中
の
原
発
が
多
数
存
在
し
て
い
る
が
、
と
り
わ

け
静
岡
・
浜
岡
原
発
は
プ
レ
ー
ト
型
地
震
・
活
断
層
型
地
震
の
い
ず
れ
の
可
能

性
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
福
島
に
匹
敵
す
る
地
震
被
災
・
事
故
が
危
惧

さ
れ
る
。
福
島
の
よ
う
な
苛
酷
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
全
原
発
と
り
わ

け
浜
岡
原
発
の
緊
急
点
検
と
稼
動
中
止
を
含
む
対
策
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
島
原
発
か
ら
放
出
さ
れ
て
い
る
放
射
性
物
質
は
長
期
に
亘
っ
て
人
類
・
生

物
を
傷
つ
け
続
け
る
。
緊
急
対
策
が
終
了
し
当
面
の
危
機
が
収
束
し
た
後
に
は
、

徹
底
し
た
福
島
原
発
事
故
の
原
因
究
明
・
責
任
追
及
と
補
償
・
再
発
防
止
対
策
、

根
本
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直
し
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
求
と
社
会
保
障
審
議
会

要
求
と
社
会
保
障
審
議
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介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
発
足
後
二
度
目
の
改
定
を
め
ざ
し
て
二
〇
一
一

年
法
改
正
・
二
〇
一
二
年
施
行
を
念
頭
に
二
〇
一
〇
年
に
見
直
し
の
検
討
が
行

わ
れ
た
。
地
公
退
は
退
職
者
連
合
の
一
三
項
目
の
介
護
保
険
制
度
改
善
要
求
を

盛
り
込
ん
だ
二
〇
一
〇
年
対
政
府
要
求
に
結
集
し
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
だ
。

　

制
度
改
正
は
「
社
会
保
障
審
議
会
・
介
護
給
付
費
分
科
会
」
「
社
会
保
障
審

議
会
・
介
護
保
険
部
会
」
を
軸
に
検
討
が
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
場
に
退

職
者
連
合
は
委
員
を
確
保
し
て
い
な
い
た
め
連
合
選
出
の
委
員
と
の
連
携
で
意

見
を
反
映
し
た
。

　

介
護
給
付
費
分
科
会
は
二
〇
一
〇
年
七
月
二
九
日
第
六
六
回
か
ら
九
月
二
一

日
第
六
九
回
ま
で
の
四
回
で
ま
と
め
、
介
護
保
険
部
会
は
二
〇
一
〇
年
五
月
三

一
日
第
二
五
回
か
ら
一
一
月
二
五
日
第
三
七
回
ま
で
の
一
三
回
で
ま
と
め
と
す

る
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　

介
護
給
付
費
分
科
会
で
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
「
居
室
面
積
基
準
引
き
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介
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下
げ
」
「
個
室
化
推
進
原
則
と
低
所
得
者
利
用
支
援
、
従
来
型
施
設
と
個
室
の

併
設
承
認
」
を
ま
と
め
た
が
、
こ
れ
は
施
設
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
つ
つ
待
機

者
解
消
の
た
め
現
実
的
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
そ
の
後
給

付
費
分
科
会
は
二
〇
一
二
年
報
酬
改
定
に
向
け
て
二
〇
一
一
年
二
月
に
審
議
を

再
開
し
て
い
る
。
）

　

介
護
保
険
部
会
は
主
に
政
府
側
が
示
し
た
五
つ
の
論
点　

①
給
付
＝
施
設
・

住
ま
い　

②
給
付
＝
在
宅
・
地
域
密
着　

③
給
付
と
負
担　

④
保
険
者
の
役
割

⑤
介
護
人
材
確
保
と
処
遇
改
善　

に
沿
っ
て
議
論
が
進
め
ら
れ
た
が
、
省
庁

別
・
事
業
別
に
財
政
増
減
の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
と
い
う
「
ペ
イ
ア
ズ
ユ
ー

ゴ
ー
原
則
」
の
誤
っ
た
適
用
に
よ
り
、
改
善
項
目
は
見
返
り
の
改
悪
と
セ
ッ
ト

と
す
る
論
法
が
前
面
に
出
さ
れ
た
。
最
終
報
告
を
前
に
し
た
第
三
五
回
分
科
会

で
示
さ
れ
た
給
付
や
負
担
の
見
直
し
等
に
か
か
わ
る
主
な
論
点
整
理
で
は
、
い

く
つ
か
の
制
度
改
善
と
引
き
換
え
に
、
利
用
者
負
担
引
き
上
げ
・
軽
度
者
へ
の

給
付
抑
制
な
ど
退
職
者
連
合
の
要
求
と
相
容
れ
な
い
事
項
が
示
さ
れ
、
利
用
者

団
体
を
代
表
す
る
諸
委
員
の
強
い
反
発
を
招
い
た
。
退
職
者
連
合
も
審
議
会
の

進
行
に
あ
わ
せ
て
必
要
な
反
論
を
ま
と
め
て
連
合
・
民
主
党
に
要
請
し
、
民
主

党
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
も
退
職
者
連
合
・
利
用
者
団
体
と
ほ
ぼ
同
一
の
立
場

か
ら
意
見
表
明
し
た
。

　

給
付
や
負
担
の
見
直
し
等
に
か
か
わ
る
主
な
論
点
と
、
退
職
者
連
合

の
見
解

＜

利
用
者
負
担＞

一
、
高
所
得
者
の
利
用
者
負
担
引
き
上
げ
（
政
府
試
算

：

第
六
段
階
二

割
負
担
）
←
所
得
は
保
険
料
に
反
映
す
べ
き
で
、
終
期
が
分
か
ら
な

い
介
護
の
利
用
者
負
担
に
は
限
度
が
必
要

二
、
居
宅
介
護
支
援
・
介
護
予
防
支
援
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
）
に
利

用
者
負
担
（
政
府
試
算

：

居
宅
月
一
〇
〇
〇
円
、
予
防
支
援
月
五
〇

〇
円
、
ま
た
は
一
割
）
←
ケ
ア
マ
ネ
は
利
用
者
の
代
弁
者
の
役
割
が

あ
る
、
全
額
保
険
給
付
を
維
持
す
べ
き

三
、
施
設
利
用
低
所
得
者
補
足
給
付
の
支
給
要
件
に
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス

ト
・
入
所
前
世
帯
所
得
を
追
加
←
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
は
事
務
コ
ス
ト

が
大
き
い
う
え
、
該
当
者
の
屈
辱
感
を
伴
う　

補
足
給
付
の
対
象
者

が
高
率
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
む
し
ろ
保
険
給
付
を
復
元
す
べ

き
四
、
多
床
室
利
用
者
か
ら
も
室
料
負
担
（
政
府
試
算

：

第
四
段
階
以
上

月
五
〇
〇
〇
円
）
←
個
室
化
を
基
本
と
し
て
待
機
者
解
消
の
施
設
整

備
を
急
ぐ
べ
き
。
過
渡
的
で
相
対
的
に
劣
る
多
床
室
で
は
室
料
を
取

る
べ
き
で
は
な
い
。

＜

軽
度
者
へ
の
給
付＞

一
、
利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ
（
政
府
試
算

：

重
度
に
給
付
を
重
点

化
・
予
防
給
付
二
割
負
担
に
）
←
給
付
抑
制
に
つ
な
が
り
介
護
社
会

化
に
反
す
る

二
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
縮
小
（
重
度
に
給
付
を
重
点
化
・
生
活
援
助

な
ど
軽
度
者
給
付
を
縮
小
）
←
介
護
社
会
化
に
反
す
る

＜

保
険
料
負
担＞

　

二
号
保
険
料
を
人
数
割
り
か
ら
総
報
酬
割
に
変
更
（
政
府
試
算

：

一

／
二
ま
た
は
一
／
三
）
←
要
求
と
一
致

＜

被
保
険
者
範
囲＞

　

被
保
険
者
範
囲
を
四
〇
歳
未
満
ま
で
拡
大
（
政
府
試
算

：

三
〇
歳
ま

で
拡
大
）
←
要
求
と
方
向
一
致

＜

公
費
負
担
割
合
引
き
上
げ＞

　

公
費
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
（
政
府
試
算

：

五
割
か
ら
六
割
へ
）
←

要
求
と
一
致

法
律
案
閣
議
決
定

法
律
案
閣
議
決
定

　

こ
の
結
果
、
最
終
報
告
は
多
く
の
項
目
で
両
論
併
記
と
な
り
、
こ
れ
を
も
と

に
検
討
さ
れ
三
月
一
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
、
給
付
削
減
・
利

用
者
負
担
増
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
か
わ
り
に
、
退
職
者
連
合
・
利
用
者
団
体

が
主
張
し
た
二
〇
〇
五
年
改
悪
の
修
正
に
至
ら
ず
、
制
度
改
善
も
限
定
的
な
も

の
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

こ
の
法
案
は
予
算
非
関
連
法
案
と
し
て
第
一
七
七
回
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
が
、
震
災
後
の
混
乱
で
そ
の
見
通
し
は
明
ら
か
で
な
い
。

退
職
者
連
合
要
求
の
到
達
点

退
職
者
連
合
要
求
の
到
達
点

　

退
職
者
連
合
の
要
求
に
つ
い
て
審
議
会
論
議
と
法
案
に
照
ら
す
と
次
の
よ
う

な
到
達
点
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
間
の
尊
厳
を
守
る
た
め
社
会
化
さ
れ
た
介
護
を
提
供
す
る
と
い
う

制
度
創
設
の
理
念
を
基
礎
に
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
時
利
用
で

き
る
よ
う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
。
←
抜
本
改
善
に
は
な
ら
ず
。

一
、
医
療
保
険
加
入
者
と
そ
の
扶
養
家
族
を
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と

す
る
こ
と
。
←
検
討
課
題
と
な
っ
た
が
、
前
進
せ
ず
。

二
、
介
護
従
事
職
員
の
人
材
確
保
の
た
め
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
処

遇
改
善
を
は
か
る
こ
と
。
←
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
」
を
保

険
制
度
内
化
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
が
、
財
源
・
実
効
性
を
め
ぐ

り
意
見
一
致
せ
ず
、
実
効
あ
る
安
定
的
制
度
化
は
実
現
せ
ず
。

三
、
公
費
負
担
割
合
を
六
割
以
上
に
引
き
上
げ
、
保
険
料
の
大
幅
引
き

上
げ
を
避
け
る
こ
と
。
←
検
討
課
題
と
な
っ
た
が
、
前
進
せ
ず
。
た

だ
し
、
財
政
安
定
化
基
金
を
取
り
崩
し
て
保
険
料
引
き
上
げ
を
抑
制
。

四
、
介
護
保
険
料
を
応
能
負
担
に
改
め
る
こ
と
。
←
一
号
被
保
険
者
は

実
現
せ
ず
。
二
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
総
報
酬
割
が
検
討
課
題
と

な
っ
た
が
、
前
進
せ
ず
。

五
、
利
用
限
度
額
を
引
き
上
げ
、
利
用
者
の
必
要
性
を
満
た
す
給
付
と

す
る
こ
と
。
←
実
現
せ
ず
。
逆
に
給
付
費
分
科
会
で
は
、
限
度
額
超

過
者
を
過
剰
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
認
識
す
る
よ
う
な
論
議
を
し
て
い
る
。

六
、
介
護
報
酬
の
加
算
方
式
を
改
め
、
利
用
者
、
事
業
者
に
分
か
り
や

す
い
簡
素
な
制
度
に
す
る
こ
と
。
←
利
用
者
代
表
の
委
員
が
主
張
し

た
が
実
現
せ
ず
。

七
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
公
平
性
、
中
立
性
を
担
保
す
る
た
め
資
質
向

上
、
処
遇
改
善
を
は
か
る
こ
と
。
←
検
討
課
題
に
な
っ
た
が
具
体
的

新
施
策
な
し
。

八
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
認
定
に
つ
い
て
、
認
定
区
分
の
大
括
り
化
を

検
討
す
る
と
共
に
、
認
定
の
基
準
・
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
て
利
用
者

の
必
要
性
を
満
た
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
特
に
認
知
症
に
関
す
る
要

介
護
度
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
。
←
具
体
的
前
進
な
し
。
検
討
過

程
で
は
大
括
り
化
主
張
と
細
分
化
主
張
が
対
立
し
た
。

九
、
生
活
援
助
の
給
付
制
限
を
改
め
る
こ
と
。
←
具
体
的
前
進
な
し
。

検
討
過
程
で
は
保
険
給
付
を
重
度
者
中
心
に
シ
フ
ト
し
て
軽
度
者
を

排
除
す
る
強
い
意
見
が
あ
り
利
用
者
代
表
の
委
員
と
対
立
し
た
。

一
〇
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
整
備
し
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
。
←
考
え
方
と
し
て
は
そ
の
方
向
が
示
さ
れ
た
が
、
具
体
論
は

不
明
。

一
一
、
利
用
者
の
原
則
定
率
一
割
負
担
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
。
←
検

討
過
程
で
は
一
部
に
つ
い
て
引
き
上
げ
が
検
討
さ
れ
た
が
、
反
対
意

見
が
強
く
法
改
定
を
止
め
た
。

一
二
、
利
用
者
本
位
で
地
域
医
療
と
介
護
の
連
携
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
、

介
護
難
民
を
作
ら
な
い
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。
←
医
療
と
介
護
の
連

携
強
化
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
施
策
が
実
現
。
介
護
療
養
病
床
廃
止

期
限
を
（
二
〇
一
七
年
度
末
ま
で
）
猶
予
。

一
三
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
認
知
症
高
齢
者
施
策
、
高
齢
者
向
け

住
宅
な
ど
不
足
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
の
需
要
増
を

見
込
ん
で
計
画
的
充
足
を
は
か
る
こ
と
。
←
高
齢
者
の
住
ま
い
の
整

備
に
言
及
。
有
効
性
・
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
対
処
の
検
証
が
必
要
。

居
住
型
介
護
施
設
の
整
備
は
従
来
計
画
の
延
長
上
。

　

今
後
法
案
審
議
の
到
達
点
を
点
検
し
て
、
介
護
の
社
会
化
・
高
齢
者
の
尊
厳

と
い
う
制
度
の
理
念
に
基
づ
き
、
実
施
・
運
用
に
関
す
る
要
求
と
未
解
決
の
制

度
改
正
再
要
求
の
運
動
に
取
り
組
む
。


